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第 1問（必答問題） 問題のページへ

[1] グラフ C : y a x a x= + + - -( ) ( )2 21 2 3 3………①

(1) ①が点 ( , )-1 0 を通るので, ( ) ( )a a2 1 2 3 3 0+ - - - =

a a2 2 1 0- + = , a = 1

このとき①は, y x x= - -2 32 ……②であり, y = 0とすると,

2 3 02x x- - = , x = -1 3
2

,

よって, ②と x軸の交点は ( , )-1 0 と ( )3
2

0, となる。

また②を変形すると, ( )y x= - -2 1
4

25
8

2
となるので, 0≦x≦3 の範囲にあると

き, x = 1
4
で最小値 - 25

8
, x = 3で最大値 12をとる。

(2) ①と y軸との交点が y = -3より, ①は x軸との交点を正の部分に 1つ, 負の部分

に 1つもつ。

よって, ①が x軸の x≧3の部分で交わる条件は, x = 3のとき y≦0である。

9 1 3 2 3 3 02( ) ( )a a+ + - - ≦ , 3 2 1 02a a+ - ≦ , -1 1
3

≦ ≦a

[2] 図のように Q, R, S, T, U, Vを定める。

(1) A に到達するのは P→Q→R→A の経路より,

その確率は 2
3

1 2
3

´ = である。

(2) D に到達するのは P→Q→S→T→U→V→D

の経路より, その確率は 1
3

2
3

1 2
3

1 4
27

´ ´ ´ ´ =

である。

(3) B または C に到達するのは, A に到達する場合と D に到達する場合以外なので,

その確率は, (1)(2)より, ( )1 2
3

4
27

5
27

- + = である。

(4) B, Cに到達する場合, 賞金はともに 1800円なので, その期待値は,

200 2
3

1800 5
27

900 4
27

600´ + ´ + ´ =

［解 説］
[1]の(2)では, C がつねに点 ( , )0 3- を通ることに気付かないと, たとえば x≧3 で

x 軸に接する場合とかも検討しなくてはいけません。[2]では B, C に到達したときの

賞金が同じという設定のため, ずいぶん計算量が減りました。
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第 2問（必答問題） 問題のページへ

[1] BQ x x x x k x x x x k= + - + - - = + - - - +( ) ( ) ( )2 2 2 2 4 3 2 26 4 9 2 5 6 4 9

(1) R A BQ x k= - = + +2 1から, Bを Rで割って, B R x k k= - + -( ) ( )2 4 32

よって, 商は x k- 2 , 余りは4 32k - となる。

(2) Bが Rで割り切れる条件は, 4 3 02k - = , k = ± 3
2

(3) k = 1
2
のとき, Q x x= + -2 2 , R x= + 2より, Q を R で割ると, Q R x= -( )1

となり, 余りは 0となる。

(4) k = ± 3
2
ならば, (2)より B は Rで割り切れ, A BQ R= + なので Aは R で割り

切れる。逆に, A が R で割り切れるならば, BQ A R= - から BQ は R で割り切れ

る。ところが(3)より, k = 1
2
のとき Q は R で割り切れるので, このとき BQ は R

で割り切れてしまう。

以上より, k = ± 3
2
であることは, Aが Rで割り切れるための十分条件であるが,

必要条件ではない。

[2] △ABCに余弦定理を適用して, AC2 9 3 2 3 3 3
6

9= + - × × × = より, AC = 3

cos cos( ) cosÐ = °-Ð = - Ð = -ADC ABC ABC180 3
6
なので,

AD = xとおいて△ACDに余弦定理を適用すると,

( )9 3 2 3 3
6

2= + - × × × -x x , x x2 6 0+ - =

x＞0よりAD = =x 2

さらに, sinÐ = - =ABC 1 3
36

33
6
より, 円 Oの半径を R

とし, △ABCに正弦定理を適用すると, 3 2
sinÐ

=
ABC

R , R = =9
33

3 33
11

また, sin sin( ) sinÐ = °-Ð = ÐBAD BCD BCD180 より,

S
S

2

1

3 3
3 2

1
2

= = ×
×

= ×
×

=△
△

BCD
ABD

CB CD
AB AD

［解 説］

[1]の(4)はおもしろい問題でした。(1)～(3)までの結果がうまい誘導となっています。

[2]では, 昨年, 一昨年と同じく円に内接する四角形が題材となっています。二度ある

ことは三度あるということでしょう。
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第 3問（選択問題） 問題のページへ

(1) a13 0= より, a d+ =12 0………①

b a3 10= より, ar a d2 9= + ………②

①②より, ( )ar a a ar a2 29
12

1
4

= + × - =, , r 2 1
4

=

r＞0より, r = 1
2

(2)
{ }

S
n a n d

n =
+ -2 1

2
0

( )
＜ とすると, 2 1 0a n d+ -( ) ＜

①より, ( )2 1
12

0a n a+ - -( ) ＜ , 24 1 0- -( )n ＜ , n＞25

よって, 最小の nは 26となる。

(3) S10 25= のとき, 
10 2 9

2
25

( )a d+
= , 2 9 5a d+ =

①より, ( )2 9
12

5a a+ - = , a = 4

よって, ( ) { ( ) }
bk

k

k

k=

-

=
å å= =

-

-
=

1

6 1

1

6
6

4 1
2

4 1 1
2

1 1
2

63
8

［解 説］

等差数列と等比数列に関するありふれた基本題です。本年の数列の問題は, 斬新さ

が感じられませんでした。
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第 4問（選択問題） 問題のページへ

(1) 点 Gを中心とする回転移動により, △DEFが△ABCに移ったとすると, Dが A,

Fが Cに移るのだから AG=DG, CG=FGである。

ゆえに Gは線分 ADの垂直二等分線と線分 CFの垂

直二等分線の交点となる。

(2) 逆に, G が線分 AD の垂直二等分線と線分 CF の垂

直二等分線の交点であると , AG=DG, CG=FG,

AC =DFだから, △DGF≡△AGC

このとき, 頂点 Dは頂点 Aに, 頂点 Gは頂点 Gに,

頂点 Fは頂点 Cにそれぞれ対応している。

したがって, 点 G のまわりにÐAGDだけ回転移動すれば△DGF は△AGC に移

される。こうして, △DEFは△ABCに移される。

［解 説］

3 つの選択題のうちでは, いちばん扱いやすいものでした。親切すぎるぐらいの誘

導で, 空欄がどんどん埋まっていきます。来年は, この平面幾何の選択率がアップす

るかもしれません。
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第 5問（選択問題） 問題のページへ

(1) 実数解をもたないときは｢整数の解なし｣なので, 190行は,

IF　D＜0　THEN　GOTO　250

実数解が整数とならないときも｢整数の解なし｣なので, 210行は,

IF　E－INT(E)＞0　THEN　GOTO　250
また, ある ( , )B C で整数解をもつときは, 次の ( , )B C の値について検討すれ

ばよいので, 240行は,

GOTO　260
(2) K L M N= = = =3 6 4 6, , , のとき, 150行と 160行より,

3 6 4 6≦ ≦ ≦ ≦B C,

ここで, D B C= -2 4 より, D≧0 の ( , )B C の組は ( , ), ( , ), ( , )4 4 5 4 5 5 ,

( , ), ( , ), ( , ), ( , )5 6 6 4 6 5 6 6 の 7組となる。すると, 200行はこれらの場合の

7回実行される。

また, E B D= - +
2

より, E が整数となる ( , )B C の組は, D≧0 のうちで,

( , ), ( , )4 4 5 4 , ( , ), ( , )5 6 6 5 の 4 組となる。すると, 220 行はこれらの場合

の 4回実行される。また Sは整数解 Eの個数を表すので, S = 4となる。

［解 説］

これまでの数Ⅰ Aのコンピュータは超易というのが定説でしたが, 今年の問題では,

他の選択題と比べて難易に格段の差があるというわけではありませんでした。特に,

20行のプログラムはこれまでで最長で, そのため問題が B5の 1枚で収まりませんで

した。


